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条　
　
　

例

○
公
害
紛
争
処
理
法
第
十
八
条
第
一
項
の
期
間
を
定
め
る
条
例	

一

○
山
梨
県
安
心
こ
ど
も
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

一

○
山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

二

○
山
梨
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

二

○
山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例	

二

　
　
　
　
　
　

条
例
の
あ
ら
ま
し

○	　

公
害
紛
争
処
理
法
第
十
八
条
第
一
項
の
期
間
を
定
め
る
条
例
（
条
例
第
四
十
五
号
）
（
大
気
水
質

保
全
課
）

1
	　

公
害
紛
争
処
理
法
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
公
害
審
査
委
員
候
補
者
の
委
嘱
期
間
を
三
年
と
す
る
こ

と
と
し
た
。

2　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○�　

山
梨
県
安
心
こ
ど
も
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
六
号
）
（
子
育
て
政
策

課
）

1
	　

子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
事
業
を
拡
充
し
て
実
施
す

る
た
め
、
次
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

㈠	　

基
金
の
対
象
事
業
に
「
幼
児
に
対
す
る
教
育
及
び
保
育
の
無
償
化
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の

事
業
」
を
追
加
す
る
。

　

㈡		　

条
例
の
失
効
期
日
（
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）
を
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
に
改
め

る
。

2　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○　

山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
七
号
）
（
税
務
課
）

1
		　

社
会
福
祉
の
充
実
及
び
教
育
文
化
の
振
興
に
係
る
財
政
上
の
必
要
に
基
づ
き
、
中
小
法
人
等
を
除

く
法
人
に
対
し
、
法
人
県
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
の
特
例
を
適
用
す
る
期
間
を
令
和
三
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

2　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○�　

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
八
号
）
（
畜
産

課
）

1
	　

豚
熱
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
豚
熱
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
手

数
料
の
対
象
と
な
る
家
畜
に
い
の
し
し
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

2　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

○�　

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
十
九
号
）
（
建
築
住
宅

課
）

1
	　

建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
内
に
お
け
る
建
築
物
の
建
蔽

率
又
は
高
さ
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
の
許
可
に
係
る
手
数
料
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

2　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　

条　
　
　

例

　

公
害
紛
争
処
理
法
第
十
八
条
第
一
項
の
期
間
を
定
め
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

山
梨
県
条
例
第
四
十
五
号

　
　
　

公
害
紛
争
処
理
法
第
十
八
条
第
一
項
の
期
間
を
定
め
る
条
例

　

公
害
紛
争
処
理
法（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
八
号
）第
十
八
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
期
間
は
、

三
年
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
に
公
害
紛
争
処
理
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
委
嘱
さ
れ
る
公
害
審
査
委
員
候
補
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

　

山
梨
県
安
心
こ
ど
も
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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六
日
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梨
県
条
例
第
四
十
六
号

　
　
　

山
梨
県
安
心
こ
ど
も
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

山
梨
県
安
心
こ
ど
も
基
金
条
例
（
平
成
二
十
一
年
山
梨
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

九　

幼
児
に
対
す
る
教
育
及
び
保
育
の
無
償
化
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
事
業
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和
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年
十
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六
日

二

　

附
則
第
二
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

山
梨
県
条
例
第
四
十
七
号

　
　
　

山
梨
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

山
梨
県
県
税
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
条
例
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
十
二
条
の
十
一
中
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め

る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

山
梨
県
条
例
第
四
十
八
号

　
　
　

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
二
の
項
中
「
｜
豚
熱　
　
　
　
　
　

｜
豚
一
頭
に
つ
き
二
百
四
十
円　
　
　
　
　
　
　
　
　

｜

」
を
「
｜
豚
熱　
　
　
　
　
　

｜
豚
又
は
い
の
し
し
一
頭
に
つ
き
二
百
四
十
円　
　
　

｜
」に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸
太
郎

山
梨
県
条
例
第
四
十
九
号

　
　
　

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

別
表
第
六
中
六
十
一
の
項
を
六
十
三
の
項
と
し
、
二
十
七
の
項
か
ら
六
十
の
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰

り
下
げ
、
二
十
六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二	

十
七　

法
第
六
十
条
の
二
の
二
第
一

項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
く
居
住
環

境
向
上
用
途
誘
導
地
区
内
に
お
け
る

建
築
物
の
建
蔽
率
に
関
す
る
制
限
の

適
用
除
外
に
係
る
許
可
の
申
請
に
対

す
る
審
査

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
内
に
お

け
る
建
築
物
の
建
蔽
率
に
関
す
る
制
限

の
適
用
除
外
に
係
る
許
可
申
請
手
数
料

十
六
万
円

二	

十
八　

法
第
六
十
条
の
二
の
二
第
三

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
く
居
住

環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
内
に
お
け

る
建
築
物
の
高
さ
に
関
す
る
制
限
の

適
用
除
外
に
係
る
許
可
の
申
請
に
対

す
る
審
査

居
住
環
境
向
上
用
途
誘
導
地
区
内
に
お

け
る
建
築
物
の
高
さ
に
関
す
る
制
限
の

適
用
除
外
に
係
る
許
可
申
請
手
数
料

十
六
万
円

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


